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調査研究実績 

の概要○○○ 

 

 

本研究では，情報ネットワークにおいて，ハードウェアの改良によらず，通信制御ソフト

ウェアを改良することにより，通信性能を向上させることを目指している．通信システム

の向上を目指す際に，まず検討されるのはハードウェアの改良である．しかし，ハードウ

ェアを変更すると，システムを構成する全ての機器の更新が必要となることが多い．これ

に対して，本研究では，機器をそのまま残し，中のソフトウェアを更新することにより，

性能を向上させることを目指す．ハードウェアを変更しないため，一部の機器に新しいソ

フトウェアを導入しても，システム全体としては問題なく動作する．したがって，実運用

下で順次更新することが可能という特長がある． 

 

情報ネットワークとして，世界的に普及しているインターネットと一般ユーザがそれに接

続するためのアクセス回線を対象としているが．本年度は特にアクセス回線（具体的には

光アクセス回線と無線LAN）の性能向上について検討した．以下，研究内容と得られた成果

の概要を述べる． 
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調査研究実績 

の概要○○○ 

 

光アクセス回線の上り（ユーザ側から通信事業者側へ）方向では，時分割方式の多重化が

行われている．送信に先立って，各ユーザは自身の送信データ量を事業者側装置に報告す

る．事業者側装置は各ユーザからの報告データ量に基づいて，各ユーザの通信帯域（時分

割なので，各ユーザの送信時間帯）を決定する．当然のことながら，ユーザごとにデータ

量が異なるため，データ量の多いユーザには大きな通信帯域を割り当てる必要がある．し

かし，従来の割当方式では，制御を簡単にするため，大きな通信帯域を割り当てるユーザ

を巡回的に選んでいた．そのため，平均的には，各ユーザに等しい通信帯域を割り当てて

いた．これに対して，本研究では，データ量最大のユーザ以外の各ユーザに小さな通信帯

域を割り当て，そして，最後に残りの通信帯域をデータ量最大のユーザに割り当てること

とした．この改良により，データ量最大のユーザに，ほぼ確実に大きな通信帯域を割り当

てることが可能となり，通信性能が向上した． 

 

無線LAN端末は，電波状況に応じて，数種類の通信方式を使い分けている．一般的な傾向

として，耐障害性が高くなるほど，伝送速度が遅くなるという傾向がある．したがって，

一つの無線LANには数種類の通信方式が混在していることが多い．しかし，従来のアクセ

ス方式（パケット送出のタイミングを決定する方式）は，各端末の送信機会を確率的に等

しくしているため，全ての端末の実質的な伝送速度が等しくなるという問題があった．こ

の問題を解決するため，各端末の送信時間を等しくするアクセス方式が提案された．これ

により，高速な端末ほど送信データ量が多くなるので，伝送速度に応じた公平性を実現す

ることが可能となった．しかし，その方式では，端末は全ての通信を完全に傍受できると

いう前提が必要で，パケット衝突回避のための無送信時間も依然として残されたままであ

った．そこで，本研究では，まず，無送信時間を短縮して，通信効率を向上させる手法を

考案した．そして，さらに，端末が傍受に失敗したときの対処法も考案した．具体的に

は，各端末に自律的に傍受情報の修復を行う機能を追加し，それによっても修復不可能な

場合には，アクセスポイントが定期的に各端末をリセットすることとした．本研究で考案

した手法により，各端末間の送信時間の公平性が保たれ，さらに，無送信時間時間の短縮

により，通信効率が大幅に向上した． 
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